
令和５年度事業報告 

 

令和５年度事業計画に基づき効率的・効果的な実施に留意しつつ、各種事業について以

下のように実施した。 

 

１．通信教育事業の実施に関する事項 

(1) 通常コース及び美容･理容修得者コースについて、２３３校の養成施設との業務委託

契約に基づき、配本及び添削指導による通信授業を、CenterWeb を有効に活用し、適正

かつ円滑に実施した。また、令和５年度（通信２３期・別科２３年度）以降の入学生

を対象に報告課題の e-Learning 化を実施した。 

(2) 添削指導について厳格かつ正確性の徹底を図り行った。 

(3) 添削指導による中学卒業者講習を継続して実施した。 

(4) 通信科生向け機関誌「学習だより」（2023 年夏号、2024 年冬号）について、企画及

び記事の刷新と充実を図った。 

 

２．昼・夜間課程用教科書の編纂等に関する事項 

(1) 必修課目教科書については、前年度の全面改訂後の軽微な修正を行い、令和６年３

月より販売を行った。また、「香粧品化学」については、より分かりやすい教科書へ大

きく手直しをすべく、委員会の下に綿密な意見交換の場として打合せ会を設置し、検

討を開始した。 

(2) 選択課目等の教科書については、引き続き発行・販売を行った。「保健（高等科）」

に軽微な改訂を加えた。 

(3) 教科書編纂委員会について、任期更新に伴って一部委員の交替を行い、次の日程で

実施した。 
 

＜教科書編纂委員会＞ 

1) 教科書編纂委員会 

第１回 令和５年 ６月 ８日 

2) 関係法規・制度教科書編纂委員会 

第１回 令和５年 ９月１３日 

3) 衛生管理教科書編纂委員会 

第１回 令和５年 ８月２２日 

4) 保健教科書編纂委員会 

第１回 令和５年 ８月 ２日 

5) 香粧品化学教科書編纂委員会 

第１回 令和５年 ７月２８日 

第２回 令和５年１１月１０日 

6) 文化論教科書編纂委員会 

第１回 令和５年 ８月３１日 

7) 運営管理教科書編纂委員会 

第１回 令和５年 ８月２９日 

 



8) 理容技術理論・理容実習教科書編纂委員会 

第１回 令和５年 ８月 ２日 

9) 美容技術理論・美容実習教科書編纂委員会 

第１回 令和５年 ８月 ９日 

第２回 令和５年１１月 ７日 

 

３．教員資格認定研修会の実施及び地区養成施設協議会主催教職員研修会の支援等に関す

る事項 

(1) 理容師美容師養成施設教員資格認定研修会は、令和５年３月３０日厚生労働省発生

食０３３０第７号（理容）及び第８号（美容）により厚生労働省の認定を受け、次の

とおり実施した。延べ受講者数は４２９名（再受験者４８名を含む。）、合格者は   

３７１名であった。 
 

区  分 研修期間 
受講者数 

（受験者数） 
合格者数 不合格者数 

香粧品化学 5月15日～5月26日 

受講 ３３名 

再受験 ９名 

計  ４２名 

２８名 

５名 

計  ３３名 

５名 

４名 

計   ９名 

美容技術理論 

美 容 実 習 

【１回目】 

6月1日～6月16日 

受講 ７８名 
 

再受験１４名 
実技  １４名 

計  ９２名 

６４名 
 

１１名 
１１名 

計  ７５名 

１４名 
実技  １４名 

３名 
３名 

計  １７名 

衛 生 管 理 7月24日～8月10日 

受講 ３５名 

再受験 １名 

計  ３６名 

３５名 

１名 

計  ３６名 

０名 

０名 

計   ０名 

文 化 論 8月21日～9月1日 受講 ３４名 ３４名 ０名 

運 営 管 理 9月4日～9月15日 受講 ２３名 ２３名 ０名 

保 健 10月4日～10月20日 

受講 ２０名 

再受験 １名 

計  ２１名 

２０名 

１名 

計  ２１名 

０名 

０名 

計   ０名 

美容技術理論 

美 容 実 習 

【２回目】 

12月5日～12月20日 

受講 ７１名 
 

再受験１２名 
実技  １２名 

計  ８３名 

６２名 
 

１０名 
１０名 

計  ７２名 

９名 
実技   ９名 

２名 
２名 

計  １１名 



区  分 研修期間 
受講者数 

（受験者数） 
合格者数 不合格者数 

理容技術理論 

理 容 実 習 
1月18日～2月2日 

受講 ２２名 
 

 

再受験 ２名 
実技   ２名 

計  ２４名 

１４名 
 

 

２名 
２名 

計  １６名 

８名 
筆記   ５名 

実技   ３名 

０名 
０名 

計   ８名 

美容技術理論 

美 容 実 習 

【３回目】 

2月21日～3月8日 

受講 ６５名 
 

再受験 ９名 
実技   ９名 

計  ７４名 

５７名 
 

４名 
４名 

計  ６１名 

８名 
実技   ８名 

５名 
５名 

計  １３名 

合   計 ４２９名 ３７１名 
５８名 

筆記  １４名 

実技  ４４名 

 

(2) 同時授業担当教員資格認定研修会は、令和５年３月３０日厚生労働省発生食   

０３３０第９号（理容）及び第１０号（美容）により厚生労働省の認定を受け、次の

とおり実施した。延べ受講者数は１８名、修了者は１８名であった。 
 

区  分 研修期間 受講者数 修了者数 未修了者数 

香粧品化学 9月21日～9月22日 受講  ８名 ８名 ０名 

運営管理 2 月 8 日～2 月 9日 受講 １０名 １０名 ０名 

合   計 １８名 １８名 ０名 

 

(3) 地区養成施設協議会主催教職員研修会は、１１地区において次のとおり実施され、

その実施に係る経費の一部について関係経費交付要綱に基づき助成した。 
 

地 区 研 修 内 容 

北 海 道 期 間 10月5日～10月6日 

場 所 北海道札幌市 アパホテル札幌 

課 題 1) 伝え方研修 

講師：株式会社グローバルキャリア 的場 亮 

2) 理容師美容師国家試験について 

講師：(公財)理容師美容師試験研修センター 

     北海道ブロック所長 髙橋 俊幸 

3) 死に化粧 

講師：ディパーチャーズジャパン株式会社 木村 光希 

4) 学校現場で必要な生徒指導に伴う法律知識 

講師：札幌市司法書士 長峰 啓介 

 



地 区 研 修 内 容 

東 北 期 間 9月24日～9月25日 

場 所 宮城県仙台市 ＴＫＰガーデンシティ仙台 

課 題 1) 理容師・美容師養成施設のこれからの展望 

講師：日本理容美容教育センター 専務理事 小野 清喜 

2) 分科会１ アイブロウ       講師：椛澤 瞳 

分科会２ 現在のＳＮＳに関して  講師：山崎 拓郎 

3) プロとして成功する為の道具へのこだわり 

講師：パークヤンスー 

4) Ｚ世代の思考と動向について 

講師：株式会社リクルート 菊池 祐城 

5）分科会１ これからの学生指導 

分科会２ 保護者対応 

関 東 期 間 10月13日～10月14日 

場 所 東京都江東区 東京ベイ有明ワシントンホテル 

課 題 1) 教育現場に必要とされるコミュニケーション能力 

講師：脇本 健弘 

2) 夢や目標を理解させ共に成長することに力を尽くす 

講師：熊谷 直子 

3) 理美容業界の人材育成について 

講師：荒井 由美 

4) なぜ今ベーシックカットが重要なのか 

講師：森本 公子 

東 京 期 間 10月13日～10月14日 

場 所 神奈川県箱根町 箱根湯本温泉ホテルおかだ 

課 題 1) ヘアメイクの仕事と現状 

講師：Otie 代表 古久保 英人 

2) Ｚ世代への理解 

講師：SoulPresenters 代表 えはら けんご 

3) 学習障害に立ち向かう 

講師：鏡 元 

4）分科会 これからの美容学校について 

  



地 区 研 修 内 容 

信越北陸 期 間 9月14日～9月15日 

場 所 福井県福井市 福井市民にぎわい交流施設「ﾊﾋﾟﾃﾗｽ＆ﾊﾋﾟﾘﾝﾎｰﾙ」 

課 題 1) 夢を叶える人材育成 

講師：福井県立福井商業高等学校 教諭 五十嵐 裕子 

2) 逃げられないコトを決めた日 

講師：株式会社あきゅらいず 創業者 南沢 典子 

3) 美容とフォトクリエイションの関係性 

講師：株式会社明里橋美粧 代表 上田 諭 

4）分科会 この頃想うこと 

東 海 期 間 10月13日～10月14日 

場 所 三重県鳥羽市 グランドエクシブ鳥羽 

課 題 1) 輝いて生き抜くために 

講師：矢田 正明 

2) これから必要とされる人材教育とは？ 

講師：丹羽 健太 

3) 理美容業界における心理カウンセリング 

講師：奥園 清香 

4) 基本の基 脱コロナ２０２３ 

講師：口田 直範 

近 畿 期 間 11月25日 

場 所 京都府京都市 リーガロイヤルホテル京都 

課 題 1) あなたの職場を守るスキル 

講師：関西福祉大学 教授/外務省医務官 OB 勝田 吉彰 

2) 気候リスク管理ビジネス 

講師：気象予報士/防災士/健康気象アドバイザー 広瀬 駿 

3) 児童虐待を予防するために私たちができること 

講師：京都大学大学院 人間・環境学研究科 教授 柴田 悠 

大 阪 期 間 9月30日～10月1日 

場 所 大阪府大阪市 ニューオーサカホテル 

課 題 1) 「知っておこう！」産学連携事業を行う美容組合について 

講師：大阪府美容生活衛生同業組合 理事長 北里 哲郎 

2) ホスピタリティとビジネスの関わり… 

講師：関西学院大学 経営ホスピタリティ 経営学科 

     教授兼キャリアセンター長 森重 喜三雄 

3) 発達凸凹とうまくつきあうためには？ 

講師：NPO 法人「発達障害をもつ大人の会」代表 広野 ゆい 

4) 「知らなかった！」ではすまされない未来を守る人生講座 

～若者を取り巻く現代的課題と対策について～ 

講師：大阪府子ども家庭サポーター 辻 由起子 

  



地 区 研 修 内 容 

中 国 期 間 10月14日～10月15日 

場 所 岡山県岡山市 ピュアリティまきび 

課 題 1) 自己理解を深めるキャリアセミナー 

講師：岡山キャリア形成・学び直し支援センター 

     キャリアコンサルタント 中西 千賀子 

2) 恋する未来の描き方 

～これから大人になる人達に私たち大人ができること～ 

講師：オフィス fukure セクシーまつい 

3) ライフ イズ ビューティフル 

講師：オフィス星野 相田 翔吾 

4) 相手をやる気にさせる話術 

講師：Kmind 代表 松永 佳世子 

四 国 期 間 10月14日～10月15日 

場 所 香川県高松市 ホテルマリンパレスさぬき 

課 題 1) 「理美容機器の視点からみた、サロン内装のトレンド」について 

講師：タカラベルモント株式会社 

理美容機器事業部 中四国営業部 部長 清水 健司 

2) 「非認知能力」について 

―「気持ち」を見取って「学ぶ」マインドを育てる― 

講師：岡山大学 教育推進機構 准教授 中山 芳一 

3) 「AYA 世代によくみられる精神的問題の特徴とその対応」について 

講師：香川大学医学部 精神神経科 医師 石川 一朗 

4) 理美容とファッション学 

講師：渡辺 一矢 

九 州 期 間 10月20日～10月21日 

場 所 福岡県福岡市 ホテル福岡ガーデンパレス 

課 題 1) 個を育てるリーダーシップとチームビルディング 

講師：東福岡高等学校 ラグビー部 監督 藤田 雄一郎 

2) 舞妓の着せ付け十二単お服上げ 

講師：神戸きもの学院 代表 幸尻 しず代 

3) 多様化する学生対応 

講師：家庭教師システム学院 代表 長谷川 満 

4) 働き方改革の要点～労務管理の具体的取組～ 

講師：本江法律事務所 弁護士 本江 嘉将 

5) ChatGPT 研修 

講師：ホームページコンサルタント永友事務所 代表 永友 一朗 

 

  



４．エステティック等認定制度（ＡＢＥ）に関する事項 

(1) 養成施設認定について 

認定養成施設のうち、新規は、まつ毛エクステンション４校、更新は、エステティ

ック３校、ネイル２校、メイクアップ２校、まつ毛エクステンション６校であった。 

廃校及び未更新校を除き、エステティック１３校、ネイル１２校、メイクアップ  

１５校、まつ毛エクステンション８７校、延べ１２７校となった。 
 

（新規認定校） 

養成施設名 ｴｽﾃﾃｨｯｸ ネイル ﾒｲｸｱｯﾌﾟ 
まつ毛 
ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝ 

認定日 

浜松クレアックス ビューティーカレッジ    ○ 6 月 1 日 

岩谷学園アーティスティックＢ横浜美容専門学校    ○ 6 月 1 日 

宮崎美容専門学校    ○ 11 月 1 日 

高崎ビューティモード専門学校    ○ 2 月 1 日 

合   計 ０校 ０校 ０校 ４校  

 

(2) 技術者認定について 

学生を対象とした技術者認定は、ＡＢＥ認定校において次のとおり実施された。 
 

教   科 
認定試験 認定者数 

受験者数 合格者数 令和５年度 累計※ 

エステティック ２５７名 ２４８名 ２７３名 ２，５２７名 

ネイル ３４５名 ２９８名 ２２８名 ２，２９１名 

メイクアップ ３９１名 ３５９名 ３７０名 ３，１２７名 

まつ毛エクステンション ３，０６８名 ２，８２８名 ２，１９９名 １０，４９１名 

合   計 ４，０６１名 ３，７３３名 ３，０７０名 １８，４３６名 

※ エステティック、ネイル、メイクアップは平成２６年度、まつ毛エクステンションは 

平成２７年度からの累計 

 

(3) 指導者養成について 

指導者養成研修会は、教育センターにおいて次のとおり実施し、受講者数は７１名

（再受験者１名を含む。）、合格者は６８名であった。 
 

区  分 研修期間 受講者数 合格者数 不合格者数 

まつ毛 

エクステンション 

【１回目】 

6月26日～6月30日 

7月10日～7月14日 
受講 ３０名 

 

２９名 
 

１名 
実技   １名 



区  分 研修期間 受講者数 合格者数 不合格者数 

まつ毛 

エクステンション 

【２回目】 

11月13日～11月17日 

11月27日～12月1日 

受講 ４０名 
 

 

再受験 １名 
実技   １名 

計  ４１名 

３９名 
 

 

０名 
 

計  ３９名 

１名 
筆記   １名 

実技   １名 

１名 
１名 

計   ２名 

合   計 ７１名 ６８名 ３名 

 

また、「まつ毛エクステンション」フォローアップ講習会は、５月１０日から５月  

１２日までと９月２７日から９月２９日までの２回開催し、受講者数はそれぞれ１３

名と１７名の合計３０名であった。 
 

５．全国理容美容学生技術大会に関する事項 

養成施設の啓発普及と学生の技術レベルの向上を図るため、第１５回大会を実施し

た。 

地区大会は、７月１１日から９月１９日までの期間に１１地区において開催され、

出場校は２０３校、出場選手は２，３９８名であった。また、全国大会は、１０月   

３１日に大阪府大阪市において開催し、出場校は８７校、出場選手は１７４名であっ

た。 

地区大会及び全国大会の実施を踏まえ、運営会議を１１月２１日に開催し、次回大

会の運営マニュアル、競技規程等の改訂について検討を行った。さらに、地区養成施

設協議会会長・代表幹事合同会議を１２月５日に開催し、大会運営マニュアル、競技

規程等の改訂について報告した。 

 

６．産学連携就職情報交換事業に関する事項 

理容２８府県、美容４５都道府県で実施した結果、就職内定者は、理容２名、美容

３５４名、合計３５６名であった。 

 

７．即戦力養成事業に関する事項 

業界より即戦力となる卒業生を求められていることから、現場のニーズに即した 

技術の習得及び向上の支援をするため、養成施設の教員を対象とした技術講習会を実

施した。 

７月２７日から１２月２０日までの期間に、１１地区において開催し、受講者数は、

理容５４名、美容２３４名、合計２８８名であった。 

 

８．機関誌発行等に関する事項 

(1) 機関誌「教育センター紀要」（2023年夏号、2024年冬号）及び通信科生向け機関誌 

「学習だより」（2023年夏号、2024年冬号）を発行し配布した。 

(2) ペーパーレス化の取り組みの一環として、令和５年４月から養成施設への通知及び

情報提供は、一部を除きメール送信及び社員校専用ページへの掲載とした。 

 



９．その他法人の目的達成に必要な事項 

(1) 理容師・美容師養成功労者厚生労働大臣表彰式典を令和５年１０月３０日にアート

ホテル大阪ベイタワーにおいて行い、次の３５名の方が栄えある受賞者として表彰さ

れた。 
 

都道府県 氏  名 養  成  施  設  名 

青森県 

宮城県 

山形県 

栃木県 

群馬県 

千葉県 

東京都 

〃 

〃 

〃 

〃 

神奈川県 

〃 

石川県 

長野県 

静岡県 

愛知県 

〃 

〃 

三重県 

〃 

大阪府 

〃 

〃 

〃 

兵庫県 

〃 

〃 

広島県 

〃 

〃 

愛媛県 

〃 

福岡県 

大分県 

佐々木哲子 
髙橋 利之 
小鹿美香子 
髙城 恵子 
倉林 悦子 
谷澤 静子 
五十嵐久乃 
榎戸 博子 
小川 立行 
橋 しのぶ 
星  一麿 
瀧澤 由美 
渡邉 裕子 
日爪 恒夫 
柏原公美子 
提坂  直 
大野 恵里 
加藤 理枝 
渡邉  賢 
河村 久美 
鈴木 康浩 
井上 美香 
木村 利幸 
小林  芳 
眞吉 一巳 
伊郷 由香 
岡崎恵美子 
川瀬  勉 
髙橋 美樹 
土井 裕樹 
光本 育子 
北矢 貴久 
菅原 佳子 
橋口 郁朗 
村井 雅子 

八戸理容美容専門学校 
仙台ヘアメイク専門学校 
山形美容専門学校 
栃木県美容専門学校 
群馬県美容専門学校 
パリ総合美容専門学校千葉校 
国際理容美容専門学校 
中央理美容専門学校 
山野美容専門学校 
山野美容専門学校 
日本美容専門学校 
横浜市立横浜商業高等学校別科 
国際総合ビューティーカレッジ 
石川県理容美容専門学校 
長野理容美容専門学校 
静岡県美容専門学校 
中日美容専門学校 
中部美容専門学校名古屋校 
愛知美容専門学校 
旭美容専門学校 
伊勢理容美容専門学校 
高津理容美容専門学校 
ル・トーア東亜美容専門学校 
小出美容専門学校 
高津理容美容専門学校 
姫路理容美容専門学校 
姫路理容美容専門学校 
神戸理容美容専門学校 
広島県東部美容専門学校 
専門学校マインド．ビューティーカレッジ 
広島県東部美容専門学校 
愛媛県美容専門学校 
一般社団法人宇和島美容学校 
福岡美容専門学校 
専修学校明星国際ビューティカレッジ 



(2) 生徒に対する学業成績優秀者の理事長表彰は１４３校、１８２名、技術優秀者の理

事長表彰は１２２校、１４７名に対して行った。 
また、社員・理事長等及び養成施設の教職員に対する教育功労者の理事長表彰は、

令和６年３月１４日（木）の理事会の決定を経て、次の３０名の方に対して行った。 
 
（社員・理事長等） 

都道府県 氏  名 養  成  施  設  名 

岡山県 

愛媛県 

西澤 幸司 

松本 俊文 

岡山県理容美容専門学校 

愛媛県美容専門学校 

 

（教職員） 

都道府県 氏  名 養  成  施  設  名 

北海道 

宮城県 

山形県 

福島県 

群馬県 

埼玉県 

千葉県 

東京都 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

神奈川県 

石川県 

長野県 

静岡県 

愛知県 

三重県 

大阪府 

〃 

兵庫県 

広島県 

愛媛県 

〃 

福岡県 

高橋ゆきえ 

和泉 尚子 

茂木 友博 

今泉 優子 

髙栁 尚史 

木村 真教 

水野 雅城 

姜  益淑 

大野 直樹 

鈴木こずえ 

星野 丈二 

谷口由美子 

髙橋 朋子 

信岡 恵子 

菊地 陽子 

日比野英幸 

田野中典子 

中澤佐和子 

黒木ゆきの 

中山  武 

長島  誠 

西岡 美紀 

桶本 和代 

澤  政樹 

米澤 知子 

松岡 春美 

菅  保弘 

立花  浩 

北海道理容美容専門学校 

仙台理容美容専門学校 

山形美容専門学校 

郡山理容学校 

高崎ビューティモード専門学校 

大宮理容美容専門学校 

ジェイ ヘアメイク美容専門学校 

山野美容専門学校 

国際文化理容美容専門学校渋谷校 

日本美容専門学校 

国際理容美容専門学校 

資生堂美容技術専門学校 

国際文化理容美容専門学校国分寺校 

山野美容芸術短期大学 

東京ビューティーアート専門学校 

湘南ビューティーカレッジ 

石川県理容美容専門学校 

長野理容美容専門学校 

静岡県美容専門学校 

アリアーレビューティー専門学校 

伊勢理容美容専門学校 

大阪美容専門学校 

ル・トーア東亜美容専門学校 

神戸理容美容専門学校 

広島県理容美容専門学校 

東予理容美容専門学校 

河原ビューティモード専門学校 

大村美容ファッション専門学校 

 



１０．法人の管理運営に関する事項 

(1) 社員総会、理事会等 

ア．監事監査 

   令和５年５月１２日（金）に監事監査が行われ、令和４年度における事業報告及

び財務諸表について、業務遂行の妥当性及び計算書類の正確性が認められた。 

イ．理事会 

  〇 令和５年６月１日（木）に第２９回通常理事会を開催し、各議案について原案

どおり承認された。 

    第１号議案 令和４年度事業報告（案）に関する件 

    第２号議案 令和４年度決算（案）に関する件 

  ○ 令和６年３月１４日（木）に第３０回通常理事会を開催し、各議案について原

案どおり承認された。 

    第１号議案 令和６年度事業計画（案）に関する件 

    第２号議案 令和６年度予算（案）に関する件 

    第３号議案 入社（案）に関する件 

    第４号議案 理事長表彰（案）に関する件 

    第５号議案 令和６年度定時社員総会・通常理事会日程（案）に関する件 

   なお、上記通常理事会において、代表理事（理事長）及び業務執行理事（専務理

事）が、職務の執行状況報告を行った。 

ウ．社員総会 

   令和５年６月２１日（水）に第１１回定時社員総会を開催し、議案について原案

どおり承認された。 

    議案 令和４年度決算に関する件 

エ．教科書編纂委員会 

  令和５年６月８日（木）に教科書編纂委員会を開催し、教科書の改訂・修正方針

等について議論が行われた。 

オ．指導調査委員会 

   令和６年２月１５日（木）に指導調査委員会を開催し、入社申込のあった１校に

ついて審査が行われ、その結果、入社が妥当と判断された。（その後、理事会におい

て入社が承認されたところ） 

カ．地区養成施設協議会会長・代表幹事合同会議 

   令和５年１２月５日（火）に第２８回地区養成施設協議会会長・代表幹事合同会

議を開催し、第１５回全国理容美容学生技術大会の報告及び第１６回全国理容美容

学生技術大会の競技・審査・監視規程等の変更点について説明を行い、了承された。 
 
(2) 内閣府立入検査 

令和６年１月１７日（水）に内閣府による公益法人認定法第２７条第１項及び第  

５９条第１項の規定に基づく立入検査が行われた。即日、講評が行われ、文書による

指摘事項はなかった。 


